倉敷市長選立候補予定者　　古市けんぞう　　　さま

＜200文字程度で候補者ご本人さまが、自由に手書きでご記入下さると幸いです＞

1． １０年後の倉敷市のために取り組みたい重点課題は？
国とは対等な立場で、地域のことはそこに住むもの自らの意志で決定する地域主権を実現しなければなりません。地域主権のキーワードは市民が主役のまちづくりであり、“人づくり”“市民協働”が重点課題です。“人づくり”に視点をおいた「国際文化都市」「拠点都市」「福祉文化都市」くらしきを実現し、「ひと、輝くまち　倉敷。」を前進させます。

　　
2． 倉敷の誇れる所と、そうでないと思う所をあげて下さい。
本市は、倉敷、児島、玉島、水島、庄、茶屋町、船穂、真備という8っつの個性や機能の異なる地域が存在する都市構造（ポリセントリック型都市）であり、誇るべき自然、歴史、文化、産業が数多く存在し、多様な魅力を有する都市です。一方で、それ故に倉敷市全体としての一体感に欠けている側面もあり、全市にあいさつ運動を展開し、世代間や地域間のコミュニケーションの充実と、ネットワーク化を図り、各地域の交流、連携を図ります。

3． あなたの夢、又は人生の指針、座右の銘は何ですか？　　
私の人生訓は「一期一会」であり、人との出会いを大切にして、人を隔てなく愛する心が政治家としての原点です。地域のかじ取り役を担う地方自治体として非常に難しい局面にあり、こうした時代環境の中で的確に政策を進めるためには　市民の皆様が何を望んでおられるかを把握することが何より大切です。「一期一会」の心でできるだけ多くの市民の皆様から御意見をお聞きし、市民が主役のまちづくりを進めます。

4． 議会とどう関係し、どう市長のリーダーシップ（手腕）を発揮されますか？　
地方分権時代の市長には、目指すべき目標を明確に示した上で、前例を踏襲するのでなく、又、先に結論ありきでもなく、目標達成するための最善の手法を考え、幅広く議論していくマニフェスト型の市政運営を行うことが求められます。一方、市議会とは、一定の緊張感を保ちながら、大いに議論を尽くし、ともに市民福祉の向上に切磋琢磨するという、そういった関係でありたいと思います。

５． 子ども達に誇れる過去の実績を1つあげてください。　

米国ミシガン州立大学留学中、メキシコを旅行した時に、同じ大陸で国境を越えただけで貧富の差の大きさに愕然とするとともに、政治や教育の力の差を鮮烈に認識しました。異文化との交流により、新たな気づきや広い視野で物事を捉えることの大切さを教えられ時代を担う子どもたちにも是非経験して欲しいとの強い思いから、よい子いっぱい大使の派遣や英語教育推進特区など「国際文化都市くらしき」を目指した取り組みをしています。

ありがとうございました。　サインをお願いします。　古市健三

